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機能学会第31回学術大会，札幌，2003.10.4．

８）佐藤孝弘：ITIインプラントによる即時咀嚼機能回

復　－成功の条件－，第21回日本顎咬合学会学術大

会総会，東京，2003.6.14-15
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医歯学総合研究科ブックレット新潟大学編集委員会

編）．ブックレット新潟大学25『顔から学ぶ』, 55-

61，新潟日報事業社，新潟，2004．
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11）かづきれいこ：医療スタッフのためのリハビリメイ
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ック. アスコム，東京，2003.
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の法則. PHP出版，東京，2003.
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３）森田修一：Japancleft（Randomized Clinical Trials）

の提案，日本における片側性唇顎口蓋裂患者に関す

る多施設比較研究Part III：顎顔面形態の評価法に

ついて. 第27回日本口蓋裂学会，大阪，2003年５月

20日，2003.

４）朝日藤寿一：日本における口唇口蓋裂患者の多施設

比較研究を考える―ヨーロッパにおける多施設比較

研究について―.  日本口蓋裂学会, 大阪, 2003年５月

20日, 日口蓋誌.,  28（2）：84, 2003.

５）かづきれいこ：「顔と美と健康」リハビリメイクの

力. 第18回甲北信越矯正歯科学会，長岡，2003年５

月25日，2003.

６）山田一尋：咬合と顎関節症：咬合因子をどのように

とらえるか「変形性関節症と咬合の関連」．日本学

術会議咬合学研連委員会第18期第３回シンポジウ

27）山田秀樹，森田修一，花田晃治：Angle II級不正咬

合の転医症例. 甲北信越矯正歯科学会雑誌, 11（1）,

2003.

28）森田修一，池元太郎，花田晃治，中村　通，矢野由

人：上顎前突症例における矯正治療後の長期的変化

について. 甲北信越矯正歯科学会雑誌, 11（1）, 2003.

29）饗場広和，齋藤 功，山崎幸一，古里美幸，丸山裕

子，八幡　誠，渡辺　厚，森田修一，花田晃治：上

顎前突症例のＩ期治療に関する臨床統計―新潟大学

医歯学総合病院矯正歯科診療室において―. 甲北信

越矯正歯科学会雑誌, 11（1），2003.

30）山口秀晴，鐘ヶ江晴秀，清水典佳，毛利　環，吉野
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２）山田一尋，八巻正樹：矯正治療のためのモルフィン
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BOOK '03, クインテッセンス出版，東京，160-164,
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３）山田一尋：「口を開けると音がする，痛い」，「顎関

節症でも矯正は出来る？顎関節で音がする」. 口腔

の成育をはかる，１巻，こんな問題に出会ったら,

生活者とともに考える解決策, pp140154-141157, 医

歯薬出版, 東京, 2003.

４）花田晃治：最新の矯正治療に関する文献の収集・整

理. 臨床家のための矯正Year Book '03, 28, クイン

テッセンス出版, 東京, 2003. 

５）毛利　環（分担訳）：監訳　岡本　浩，竹内泰子，

スカンジナビアン アプローチクラウンブリッジの

臨床，（P1-384），クインテッセンス出版, 東京,

2004.

６）金谷登紀子, 毛利　環（分担執筆）：歯科衛生士のた

めの臨床論文の読み方―歯科二次情報集. 監修，豊

島義博，鶴本明久，島田達雄監修，別冊歯科衛生士，

クインテッセンス出版株式会社，東京，2004.

７）花田晃治：顔を科学する―審美性の客観的評価―

（新潟大学大学院医歯学総合研究科ブックレット新

潟大学編集委員会編）. ブックレット新潟大学25『顔

から学ぶ』，4-9，新潟日報事業社，新潟，2004．

８）森田修一：顔と歯科矯正. （新潟大学大学院医歯学

総合研究科ブックレット新潟大学編集委員会編）. ブ

ックレット新潟大学25『顔から学ぶ』，22-25, 新潟

日報事業社，新潟，2004．
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「わが国の今後の卒前,卒後歯科矯正学教育を考え

る」，新潟，2004年２月27日，2004.

22）花田晃治：歯科矯正学における卒前，卒後教育と共

用試験CBT. 公開セミナー「わが国の今後の卒前、

卒後歯科矯正学教育を考える」，新潟，2004年２月

27日，2004.
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１）Ejiri, S., Gong, L., Tanaka, M., Ohashi, N., Seki, A.,

Ikegame, M.： Effects of Alendronate and

prostagrandinE receptor（EP4）agonist on

ovariectomized. monkey mandible 1st joint

meeting of the international bone and mineral

society and theJapanese society for bone and

mineral research, 大阪, 2003年６月3-7日, BONE, 32

（5）（抄録集）：s208, 2003.

２）Gramaticescu, C.E., Terada, K., Watanabe, N., Ono,

K., Morita, S.,  Hanada, K., Takagi, R.：Computer-

Assisted 3D Diagnosis of Facial Asymmetry in

Unilateral Cleft Lip and Palate. The 5th Asian-

Pacific Cleft Lip and Palate Conference, Seoul,

Korea, September. 29 - Oct. 1, 2003, 2003.

３）江尻貞一，宮　琳，田中みか子，大橋直子，関あず

さ，池亀美華：Alendronateとprostaglandin E

receptor（EP4）agonistの顎骨粗鬆化に対する予防

効果―加齢に伴う顎骨反応の変化に関する検討―.

第108回日本解剖学会総会・全国学術集会，福岡，

2003年４月1-4日，解剖学雑誌, 78，抄録集：191,

2003.

４）宮城尚史，福井忠雄，山田一尋，花田晃治，伊藤

綾，林　豊彦，河野正司：骨格性下顎前突症患者に

おける咀嚼運動の解析―顎運動-筋電図同時測定シ

ステムによる検討―. 日本顎口腔機能学会第30回学

術大会，岡山，2003年４月20日，2003.

５）かづきれいこ：リハビリメイク. 第19回日本臨床皮

膚医学会総会・臨床学術大会，2003年４月20日，

2003.

６）朝日藤寿一：日本における口唇口蓋裂患者の多施設

比較研究を考える―ヨーロッパにおける多施設比較

研究について―. 日本口蓋裂学会，大阪，2003年５

月20日，日口蓋誌,  28（2）：84, 2003.

７）毛利　環，吉澤享子，濱本宜興，小林正治，森田修

一，齊藤　力，朝日藤寿一，小林富貴子，花田晃

治：骨移植を行っていない顎裂部に歯の自家移植を

行い矯正治療を併用して顎列再建を行った１例. 第

28回日本口蓋裂学会総会・学術集会，大阪，2003年

５月19-20日, プログラム・抄録集, 28：175, 2003.

８）小林正治，泉　直也，本間克彦，朝日藤寿一，森田

ム，東京，2003年６月14日，2003.

７）毛利　環：歯の自家移植と矯正治療―矯正治療の為

の抜去歯の補綴予定部位への移植―.  第62回日本矯

正歯科学会，新潟，2003年10月8-10日，プログラ

ム・抄録集：67, 2003.

８）山田一尋：矯正治療と顎関節症：特に変形性関節症

との関連. 第62回日本矯正歯科学会，新潟，2003年

10月8-10日，プログラム・抄録集：71, 2003.

９）星　隆夫：症例をとおして卒後臨床教育を考える―

明日の矯正臨床医とともに―. 第62回日本矯正歯科

学会，新潟，2003年10月8-10日，プログラム・抄録

集：87，2003.

10）齋藤　功：症例をとおして卒後臨床教育を考える―

明日の矯正臨床医とともに―企画趣旨について. 第

62回日本矯正歯科学会新潟大会，新潟，2003年10月

8-10日，プログラム・抄録集：88, 2003.

11）星　隆夫：質の高い矯正治療を提供できる明日の矯

正臨床医を育成するための新潟大学Division of

Orthodontics の戦略. 第62回日本矯正歯科学会，新

潟，2003年10月8-10日，プログラム・抄録集： 92,

2003.

12）Fukui, T., Yamada, K., Morita, S., and Hanada, K.：

Two Cases of TMD Associated with Occlusal

Factors. 第62回日本矯正歯科学会，新潟，2003年10

月8-10日，プログラム・抄録集：106, 2003.

13）朝日藤寿一：なぜ多施設比較研究が必要か？―日本

の現状とヨーロッパ，特に北欧における多施設比較

研究について―. 第62 回日本矯正歯科学会, 新潟,

2003年10月8-10日，プログラム・抄録集：112, 2003.

14）森田修一：顎顔面形態の評価法について. 第62回日

本矯正歯科学会，新潟，2003年10月8-10日，プログ

ラム・抄録集：113, 2003.

15）花田晃治：成人歯周矯正治療. 徳島大学歯学会，徳

島，2003年11月７日.

16）かづきれいこ：リハビリメイクの紹介. 第62 回日本

矯正歯科学会，新潟，2003年10月8-10日，プログラ

ム・抄録集：126, 2003.

17）花田晃治：成人歯周矯正治療. 徳島大学歯学会，徳

島，2003年11月７日.

18）山田一尋：歯科矯正からみた顎関節症. 第12回日本

顎関節学会学術講演会，東京，2003年11月９日，

2003.

19）毛利　環：歯の移植を考える. 新潟大学歯学部同窓

会セミナー，新潟，2003年11月30日，2003. 

20）毛利　環：歯の自家移植と矯正治療. 東京医科歯科

大学大学院医歯学総合研究科咬合機能制御学分野特

別セミナー，東京，2004年２月25日，2004.

21）毛利　環：プログラムと企画説明. 公開セミナー
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20）児玉泰光，高木律男，小野和宏，福田純一，朝日藤

寿一：著名な顎骨の非対称を呈した進行性顔面半側

萎縮症の一例. 日本顎変形症学会，札幌，2003年６

月27日, プログラム・抄録集：120, 2003.

21）田中　礼，林　孝文，川原のぞみ：skeletal Class

II症例の顎形態の検討―CTによる三次元計測―. 第

13回日本顎変形症学会総会，札幌，2003年６月27-

28日, プログラム・抄録集：123, 2003.

22）布田花子，森田修一，山田秀樹，花田晃治，齊藤

力，高木律男：片側性唇顎口蓋裂症例におけるLe

Fort I 型骨切り術に伴う鼻部の変化. 第13回日本顎

変形症学会総会，札幌，2003年６月27-28日, プログ

ラム・抄録集：167, 2003.

23）中川麻里，森田修一，竹山雅規，齋藤　功，花田晃

治：下顎枝矢状分割術を施行した骨格性下顎前突症

患者における上下顎歯列弓の長期的変化. 第13回日

本顎変形症学会総会，札幌，2003年６月27-28日，

プログラム・抄録集：167, 2003.

24）川原のぞみ，森田修一，星　隆夫，花田晃治，林

孝文：骨格性下顎前突症患者における術前・術後の

下顎骨と舌骨の位置関係について―CT画像による

検討―. 第13回日本顎変形症学会総会，札幌，2003

年６月27-28日，プログラム・抄録集：169, 2003.

25）中川公貴，寺田員人，稲見佳大，森田修一，花田晃

治：偏位を伴う顎変形症患者における顔面軟組織の

非対称性. 第13回日本顎変形症学会総会，札幌，

2003年６月27-28日，プログラム・抄録集：176，

2003.

26）若松孝典，齋藤　功，花田晃治，林　孝文：偏位顎

症例における顎骨非対称の３次元的評価法. 第13回

日本顎変形症学会総会，札幌，2003年６月27-28日,

プログラム・抄録集：177, 2003.

27）渡邉直子，田中みか子，リズワナ　ビンテ　アンワ

ル，河野正司，花田晃治，江尻貞一：卵巣摘出によ

るサル下顎頭の骨密度および構造変化について. 第

23回日本骨形態計測学会，東京，2003年７月3-5日，

日本骨形態計測学会雑誌, 13（2）抄録集：s51, 2003.

28）山田一尋：変形症患者における下顎頭骨形態，関節

円板転位がタッピング運動に及ぼす影響. 第16回日

本顎関節学会総会・学術大会，鹿児島，2003年７月

10-11日，プログラム・抄録集：78, 2003.

29）小山純市，小林富貴子，西山秀昌，林孝文，山田一

尋，花田晃治，小林龍彰，高木律男：顎関節症例に

おける下顎頭骨変化の経時的観察. 第16回日本顎関

節学会総会・学術大会，鹿児島，2003年７月10-11

日，プログラム・抄録集：155, 2003.

30）細貝暁子，河野正司，山田一尋，林　豊彦：３次元

的骨関節隙量の下顎頭骨変化との関連. 第16回日本

修一，寺田員人，大木葉　孝宣，齊藤　力：口唇口

蓋裂患者における上下顎移動術後の顎位の安定性に

ついて. 第27回日本口蓋裂学会総会・学術集会, 大

阪，2003年５月19-20日，日口蓋誌, 28（2）：149-149,

2003.

９）かづきれいこ，寺田員人，朝日藤寿一，花田晃治，

小野和宏，飯田明彦，高木律男，小林正治，齊藤

力，長田文子：リハビリメイクの紹介と医療連携.

第28回日本口蓋裂学会総会・学術集会，大阪，2003

年５月19-20日，日口蓋誌, 28（2）：197, 2003

10）小野和宏，花田晃治，石井一裕，朝日藤寿一，森田

修一，高木律男，寺尾恵美子，他.：我が国におけ

る唇顎口蓋裂患者の多施設比較研究―科学的基盤を

有した唇顎口蓋裂治療を目指して―. 第28回日本口

蓋裂学会総会・学術集会，大阪，2003年５月19-20

日, 日口蓋誌, 28（2）：179, 2003.

11）饗場広和，齋藤　功，山崎幸一，古里美幸，丸山裕

子，八幡　誠，渡辺　厚，森田修一，花田晃治：新

潟大学歯学部付属病院矯正歯科診療室における上突

咬合の I 期治療. 第18回甲北信越矯正歯科学会大会,

長岡，2003年５月25日，プログラム抄録：20, 2003.

12）長沼一雄：叢生を伴う下顎前突症. 第18回甲北信越

矯正歯科学会大会，長岡，2003年５月25日，プログ

ラム抄録：31, 2003. 

13）若松孝典：舌小帯強直症をともなう開咬合および上

突咬合. 第18回甲北信越矯正歯科学会大会, 長岡,

2003年５月25日，プログラム抄録：32, 2003.

14）齋藤　功：片側下顎第二大臼歯の完全埋伏を伴う交

叉咬合・偏位咬合・偏位顎症例. 第18回甲北信越矯

正歯科学会大会，長岡，2003年５月25日，プログラ

ム抄録：33, 2003.

15）山田秀樹：II級不正咬合の転位症例. 第18回甲北信

越矯正歯科学会大会，長岡，2003年５月25日，プロ

グラム抄録：34, 2003.

16）布田花子：Angle Class II 叢生症例. 第18回甲北信

越矯正歯科学会大会，長岡，2003年５月25日，プロ

グラム抄録：35, 2003.

17）廣島邦泰：アングルII級叢生症例. 第18回甲北信越

矯正歯科学会大会, 長岡, 2003年５月25日, プログラ

ム抄録：36, 2003.

18）稲見佳大：叢生を伴う偏位咬合症例. 第18回甲北信

越矯正歯科学会大会，長岡，2003年５月25日，プロ

グラム抄録：40, 2003.

19）福田純一，高木律男，小野和宏，飯田明彦，星　隆

夫：精神発達遅滞を有する患者に対する外科的矯正

治療の経験. 第13回日本顎変形症学会総会，札幌，

2003年６月27-28日，プログラム・抄録集：119,

2003.
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43）朝日藤寿一，深町博臣，武藤祐一，小野和宏：左側

唇顎裂の１例（下顎前突症，偏位咬合，叢生），第

62回日本矯正歯科学会，新潟，2003年10月8-10日,

プログラム・抄録集：85, 2003.

44）Ali, Y., Yamada, K., Hanada, K.：Mandibular

antegonial and ramus notch depths and condylar

bone change. 第62回日本矯正歯科学会，新潟，

2003年10月8-10日，プログラム・抄録集：256, 2003.

45）細貝暁子，河野正司，山田一尋，丸山智章，林豊彦，

花田晃治：３次元的骨関節隙量の下顎頭骨変化によ

る影響. 第62回日本矯正歯科学会，新潟，2003年10

月8-10日，プログラム・抄録集：257, 2003.

46）朝日藤寿一，小野和宏，花田晃治，森田修一，他：

日本における片側性唇顎口蓋裂患者に関する多施設

比較研究―科学的基盤に基づいた治療を目指し

て―. 第62回日本矯正歯科学会，新潟，2003年10月

8-10日，プログラム・抄録集：268, 2003.

47）かづきれいこ：リハビリメイク各論，第一報：レー

ザー照射後の患者に対するリハビリメイク. 第62回

日本美容外科学会総会，2003年10月12日，2003. 

48）宮城尚史，山田一尋，福井忠雄，花田晃治，河野正

司：骨格性下顎前突症患者における咀嚼運動時の顎

口腔機能解析，平成15年度新潟歯学会第２回例会，

新潟，2003年11月８日，新潟歯学会雑誌，33（2）：

128, 2003.

49）川原のぞみ，森田修一，星　隆夫，花田晃治，林

孝文：骨格性下顎前突症患者における術前・術後の

下顎骨と舌骨の位置関係について. 平成15年度新潟

歯学会第２回例会，新潟，2003年11月８日，新潟歯

学会雑誌, 33（2）：128, 2003.

50）松久淳子，福井忠雄，山田一尋，新部洋史，花田晃

治, 河野正司：骨格性下顎前突患者における咬筋，

側頭筋の筋活動解析，平成15年度年度新潟歯学会第

２回例会，新潟，2003年11月８日，新潟歯学会雑

誌. 33（2）：129, 2003.

51）池元太郎，森田修一，星　隆夫，竹山雅規，山田秀

樹，花田晃治：成人の頭蓋顔面における硬，軟組織

の経時的変化について. 平成15年度新潟歯学会第２

回例会，新潟，2003年11月８日，新潟歯学会雑誌,

33（2），129, 2003.

52）土屋信人，森田修一，中川麻里，星　隆夫，八巻正

樹，花田晃治：保定期間中に生じる上下歯列弓の変

化について. 平成15年度新潟歯学会第２回例会，新

潟，2003年11月８日，新潟歯学会雑誌, 33（2）：129,

2003.

53）竹山雅規：矯正治療に関連した歯の移植について.

新潟大学歯学部同窓会セミナー，新潟，2003年11月

30日, 2003.

顎関節学会総会・学術大会，鹿児島，2003年７月

10-11日，プログラム・抄録集：156, 2003.

31）荒木孝二，毛利　環，大山　篤，江藤一洋：共用試

験CBT第１回トライアル結果のモデル・コア・カ

リキュラム別の分析. 第22回日本歯科医学教育学会

総会・学術大会，長崎，2003年7月11-12日，プログ

ラム・抄録集：46, 2003.

32）毛利　環，花田晃治，小野和宏，前田健康：PDL歯

学教育「マルメ・モデル」の概要. 第22回日本歯科

医学教育学会総会・学術大会，長崎，2003年7月11-

12日，プログラム・抄録集，2003.

33）Gramaticescu, C.E., Terada, K., Ishii, K., Watanabe,

N., Ono, K., Morita, S., Hanada, K.：Three

dimensional evaluation of mid-facial development

in unilateral cleft lip and palate：平成15年度新潟

歯学会第１回例会，新潟，2003年7月12日，新潟歯

学会雑誌, 33（2）：123, 2003.

34）寺田員人，山崎幸一，花田晃治：２次元平均顔画像

は形態を表現しているか. 第10回美術解剖学会大会,

東京，2003年７月19日，2003.

35）寺田員人，花田晃治，小林正治，星　栄一：

Crouzon症候群の１症例. 第62回日本矯正歯科学会

大会，新潟，2003年10月8-10日，プログラム・抄録

集：80, 2003.

36）星　隆夫，福田純一：Down症候群による精神発達

遅滞を伴った顎変形症. 第62回日本矯正歯科学会，

新潟，2003年10月8-10日，プログラム・抄録集：

81, 2003.

37）中村順一：Pierre Robin症候群. 第62回日本矯正歯

科学会，新潟，2003年10月8-10日，プログラム・抄

録集：81, 2003.

38）山田秀樹：上顎前歯唇側傾斜を伴う下顎前突症の１

例，第62回日本矯正歯科学会，新潟，2003年10月8-

10日. プログラム・抄録集：82, 2003.

39）齋藤　功，武藤祐一：顎変形症（下顎偏位，偏位咬

合，交叉咬合，開咬合，下突咬合），第62 回日本矯

正歯科学会，2003年10月8-10日，プログラム・抄録

集：82, 2003.

40）福井忠雄：顎変形症（下顎前突）. 第62回日本矯正歯

科学会，新潟，2003年10月8-10日，プログラム・抄

録集：83, 2003.

41）朝日藤寿一，森田修一，武藤祐一，高木律男：開咬

を伴う上顎前突症の１例（開咬，上顎前突，交叉咬

合，叢生），第62回日本矯正歯科学会，新潟，2003

年10月8-10日，プログラム・抄録集：83, 2003.

42）越知佳奈子：上下顎移動術を施行した成人口蓋裂症

例. 第62回日本矯正歯科学会，新潟，2003年10月8-

10日，プログラム・抄録集：84, 2003.
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６）Shimomura, J. , Ishibashi, O., Ikegame, M.,

Yoshizawa, T., Ejiri, S., Noda, T. and Kawashima,

H.： Tensile stress induces α -adaptin C

production in mouse calvariae in an organ culture:
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stress-stimulated osteoblast differentiation. J. Cell.

Physiol., 195：488-496, 2003.

７）Hirose, Y., Suzuki, H., Amizuka, N., Shimomura, J.,
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periostin in developing long bones of mice.

Biomedical Research, 24：31-37, 2003.

８）Matsuyama, J., Sato, T., Hoshino, E., Noda, T. and
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Res., 37：410-415, 2003.

９）Sato, T., Hu, J.P., Ohki, K., Yamaura, M., Washio, J.,
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10）Sato, T., Matsuyama, J., Kumagai, T., Mayanagi, G.,
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2003. 

11）Amizuka, N., Shimomura, J., Li, M., Seki, Y., Oda,
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